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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 小児重症心疾患に対する開心術の若年化に伴い，その

手術成績は必ずしも満足すべき状態ではない．その成績

向上のための研究の一環として著者は，小児期の開心術

々後の腎機能を検討した．

 研究対象及び方法

 対象は生後45日から9歳までの48例でチアノーゼ心疾

患（CHD）26例，非チアノーゼ性心疾患（NCHD）22伊ll

ある．

 48例は全例体外循環（ECC）を施行し，年齢1歳未満

もしくは体重8kg未満は表面冷却併用，必要に応じて

循環停止を用いた．

 第1編は主に腎糸球体機能をみるため血清creatinine

（Cr）， Cr clearance（Cer）を中心を検討を行った．第

2編は48例中の23例について主に腎尿細管機能をみるた

め尿滲透圧濃度（Uosm），自由水eleara稔ce（CH20）を

中心に検討を行った，

 結果

 48例中術後にECCが原因したと思われる腎不全は

CHDの3例であった．

 1）ECCの諸条件と腎機能

 ECCの平均流量（MF）と第1病日のCHDのCcrは

正の相関を認めたが，NCHDでは明らかな相関はなか

った．80ml／kg／皿in以下の低墨流群ではNcHDに比し

CHDのC・・は下値を醜した・第1病婦寧ける血清

cr値1．1mg／dl以上の群のMFは1・omg／dl以下の群

に比し低値を示した．ECC灌流時間が長時間化するほ

どCr値は高値を， Ccr値は低値を示す傾向を認めた．

幽玄1病日のCH20とMF及び潅流時間の問セこは明ら

かな相関は認めなかった．

 2） 表面冷却及び循環停止と腎機能

 第1病日のCcrはECC単独使用群に比し表面冷却

や循環停止併用群では6ヵ月未満の症例が多い事もある

が低値を示した．CH20も同様な傾向を示した．

 3）術後心機能と腎機能

 第1病日のCcrは平均心係数が3L／min／M2以上の群

と未満群では明らかな有意差はなかった．CH，0におい

ても同様な結果であった．

 4）年齢と腎機能

 第1病日のCcrは月齢6ヵ月以上の群に比し6ヵ月

未満群は生理的にも腎機能は未熱であるが低値を示し

た．又血清Cr値， BUN値は年齢的差は認めなかった．

 CH20は同様に6ヵ月未満群の方が0付近に集中し，

特に6ヵ月未満群は成人の腎不全の際にみられるCH20

値の範囲内で変動したが，明らかな腎不全は認めなかっ

た・又・個々の症例におけ’る最大Uosmは6ヵ月未満
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群の方が同様に低値を示した．

 結語

 小児期開心術々後の腎機能を検討すべく，48症例につ

いて体外循環の条件，開心術補助手段法，年齢，心機能

等より第1編ではCcr， Cr・又第2編ではCH20， Uosm

等に検討を加え以下の所見を得た，

 （第1編）体外循環の長時間化，平均灌流量の低下は

CCrの低下，血清Cr値の上昇を招く，特にチアノー

ゼ群では体外循環灌流量とCcrとの間に正の相関を認

めたが・靖7．ノr躍で醐らかな木目関はなく・カ’

つ80ml／kg／血in以下の低灌流群ではチアノーゼ群の方が

Ccrは低値を示した．表面冷却や循環停止併用例は体外

循環単独使用例に比べCcrは低値を示した．月齢6カ

月未満群は6カ月以上の群に比べCcrは低値を示した．

なお術後の心係数とCcrの問には明らかな相関はなか

った．

 （第2編）体外循環の灌流時間や．灌流量：とCH20は

明らかな相関はなかった．しかし表面冷却や循環停止併

用例は体外循環単独使用例に比べCH20は明らかに低

値を示した．月齢．6力未満群は6ヵ月以上の群に比し

CH，oは明らかに0近くに集中する傾向を示し，個々の

症例における最大Uosmも6カ月未満群が低値を示し

た，なお術後の心係数とCH20の問には明らかな相関は

認めなかった．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は小児期開心術後の腎機能について体外循環の条件，開心術補助手段，年齢，心機能等より

ク．レアチニン，クレアチニンクリアランス，血清および尿浸透圧濃度，自由水クリアランスから検討

を加えだ研究であり学術上価値ある論文である．
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